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生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
五
戸
町
民
大
学
講
座
が

今
年
も
開
講
し
ま
し
た
。
11
月
16

日
に
町
立
公
民
館
で
行
わ
れ
た
開

講
式
に
は
約
１
０
０
人
の
町
民
が

参
加
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
１

回
講
座
で
は
、
八
戸
市
小
中
野
の

常
現
寺
住
職
、
高
山
元
延
さ
ん
が

「
よ
ー
く
考
え
よ
う
　
お
布
施
が

大
事
だ
よ
う
ー
」と
題
し
て
講
演
。

聞
き
手
を
飽
き
さ
せ
な
い
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の
語
り
口
で
、

街

お
こ
し

の
実
例
を
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
長
年
の
功
労
に
よ
り
、
五
戸
町

か
ら
５
名
の
方
々
が
叙
勲
受
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
中
で
も
中
田

喜
美
雄
さ
ん
と
本
田
昭
雄
さ
ん
は
実
の
兄
弟
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は

そ
ろ
っ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
25
年
に
倉
石
村
消
防
団
団
員

拝
命
以
来
、
常
に
研
磨
努
力
を
重
ね
、

昭
和
59
年
同
消
防
団
副
団
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
規
律
と
訓
練
を
重
要
視

し
、
毎
月
の
自
動
車
ポ
ン
プ
点
検
時

の
規
律
訓
練
や
年
１
回
の
模
擬
訓
練

な
ど
を
通
じ
、
指
導
力
を
発
揮
。
団

員
の
資
質
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

石
沢

（
72
歳
）

昭
和
56
年
、
西
八
戸
平
土
地
改
良

区
理
事
と
な
り
、
平
成
５
年
に
は
理

事
長
に
就
任
。
そ
の
健
全
な
運
営
に

尽
力
し
ま
し
た
。
新
た
な
負
担
を
求

め
る
新
規
事
業
よ
り
も
既
存
施
設
の

有
効
利
用
に
重
き
を
置
き
、
維
持
管

理
の
適
正
化
、
点
検
補
修
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

上
市
川

（

71
歳

）

昭
和
42
年
か
ら
35
年
の
長
き
に
わ

た
り
八
戸
地
区
保
護
司
会
所
属
の
保

護
司
を
務
め
、
同
会
の
理
事
、
副
会

長
、
五
戸
分
会
長
な
ど
を
歴
任
。
特

に
純
農
村
地
帯
に
お
い
て
は
非
行
・

犯
罪
者
に
対
す
る
感
情
が
厳
し
い
中

で
、
多
く
の
保
護
観
察
対
象
者
を
地

元
に
定
着
さ
せ
改
善
厚
生
に
導
い
て

い
ま
す
。

中
市

（
71
歳
）

倉
石
村
収
入
役
、
助
役
を
歴
任
し

た
の
ち
昭
和
55
年
、
同
村
長
に
当
選
。

２
期
８
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
村
民

の
福
祉
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。
中

で
も
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
や
ニ
ン

ニ
ク
集
出
荷
施
設
の
整
備
、
倉
石
中

学
校
の
改
築
な
ど
産
業
、
教
育
面
で

大
き
な
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

又
重

（
76
歳
）

昭
和
37
年
、
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
。

平
成
６
年
か
ら
は
八
戸
駐
屯
地
業
務

隊
隊
本
部
班
長
と
し
て
隊
務
運
営
に

貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
十
勝
沖

地
震
を
は
じ
め
、
災
害
派
遣
出
動
11

回
。
任
務
と
は
言
え
危
険
で
過
酷
な

救
助
・
復
興
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

又
重

（
61
歳
）



た
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り

自
治
会
長
を
務
め
た
中
村
喜

一
さ
ん
（
第
８
区
）
と
川
村

三
次
郎
さ
ん
（
根
前
）
に
町

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

各
自
治
会
か
ら
の

主
な
質
問
・
要
望
と
回
答

○
道
路
に
ご
み
箱
を
設
置
す

る
際
の
占
有
料
減
免
申
請

な
ど
、
必
要
以
上
に
手
続

き
が
複
雑
で
は
な
い
か

・
簡
略
化
を
検
討
し
ま
す
。

○
五
戸
川
の
土
手
の
草
刈
り
（
ク

リ
ー
ン
作
戦
）
に
川
内
・
倉
石

地
区
の
自
治
会
か
ら
も
協
力
を

お
願
い
し
た
い

・
管
内
で
一
体
と
な
っ
た
河
川
清

掃
が
推
進
で
き
る
よ
う
町
も
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
五
戸
総
合
病
院
の
赤
字
対
策
や

将
来
像
に
つ
い
て

・
現
在
、
経
営
健
全
化
対
策
を
実

施
中
で
す
。
一
般
会
計
か
ら
の

新
潟
県
中
越
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
々
へ
の
義
援
金
募
金
箱
を
役

場
な
ど
に
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
多

数
の
あ
た
た
か
い
善
意
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
11
月
15

日
に
は
、
中
市
小
学
校
の
児
童
た

ち
が
役
場
倉
石
支
所
を
訪
れ
、
児

童
会
で
集
め
た
２
８
、４
８
４
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。

町
で
受
け
付
け
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
送
ら
れ
ま
す
。

12
月
４
日
、
町
図
書
館
に
お

い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
演
は
金
管

バ
ン
ド
「
Ｅ
Ｄ
ブ
ラ
ス
」。
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
を
務
め
る
の
は
五
戸
小

学
校
の
野
里
安
紀
先
生
と
い
う
こ

と
で
、
客
席
に
は
同
校
児
童
の
姿

も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
の
定
番
曲
の
ほ
か
、
サ
ザ
ン

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
ヒ
ッ
ト
曲

「
白
い
恋
人
達
」
な
ど
も
飛
び
出

し
、
会
場
は
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

各
自
治
会
の
代
表
者
が
一
堂
に

集
い
、
地
域
住
民
と
行
政
が
直
接

対
話
す
る
自
治
会
長
会
議
が
11
月

18
日
、
ア
ピ
ル
五
戸
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
町
内
62
自
治
会
の
代

表
者
と
町
・
五
戸
警
察
署
・
五
戸

消
防
署
な
ど
関
係
団
体
の
代
表
者

ら
が
出
席
し
、
事
前
に
各
自
治
会

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
質
問
・
要

望
を
基
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

感謝状を受け取る中村喜一さん

中市小学校児童会の皆さん

繰
り
入
れ
金
を
確
保
す
る
こ
と

に
加
え
、
常
勤
医
師
確
保
に
よ

り
収
益
増
加
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

○
道
路
整
備
な
ど
に
合
併
特
例
債

を
利
用
し
て
は

・
使
い
道
は
「
合
併
に
関
係
す
る

事
業
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
が
必
要
と
す
る
も
の
に
使
え

る
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
約
１
／
３
の
自
己

資
金
を
必
要
と
す
る
た
め
、
限

度
額
い
っ
ぱ
い
使
い
た
く
て
も

使
え
な
い
と
い
う
事
態
も
あ
り

得
ま
す
。

地
域
住
民
の
声
を
町
政
に



●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

藤
村
　
ナ
ヲ

（
鍛
冶
屋
窪
）

a
嶋
　
春
松

（
野
　
月
）

田
代
十
志
男

（
上
市
川
）

類
家
　
清
美

（
菖
蒲
川
）

原
　
は
つ
ゑ

（
上
市
川
）

橘
　
ミ
ネ
子

（
北
市
川
）

a
谷
　
ト
ヨ

（
上
大
町
）



五
戸
町
交
通
安
全
母
の
会
（
北

千
代
子
会
長
）
が
主
催
す
る
第
23

回
交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会

が
11
月
28
日
、
町
立
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
物
さ
な
が

ら
の
”マ
ツ
ケ
ン
“
や

”プ
レ
ス

リ
ー
“
に
手
品
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
し
た
。
同
母

の
会
で
は
、
今
回
の

益
金
を
使
っ
て
来
年

４
月
に
町
内
の
小
学

校
に
入
学
す
る
児
童

に
黄
色
い
交
通
安
全

帽
を
贈
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

●問い合わせ先：役場介護保険課 ６２－７９５６（直通）

五
戸
小
学
校
の
５
年
生
が
12
月

５
日
、
う
す
を
使
っ
た
も
ち
つ
き

を
体
験
し
ま
し
た
。
も
ち
米
は
、

自
分
た
ち
で
田
植
え
や
草
取
り
、

収
穫
を
行
っ
て
き
た
も
の
を
使

用
。
児
童
ら
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の

掛
け
声
を
背
に
代
わ
る
代
わ
る
き

ね
を
ふ
る
い
、
つ
き
た
て
の
も
ち

を
味
わ
い
ま
し
た
。

12
月
４
日
、
ア
ピ
ル
五
戸

に
お
い
て
五
戸
町
保
健
協

力
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
か
ら
約
１
０
０
人
の

保
健
協
力
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
研
修
会
で
は
青
森

少
年
院
篤
志
面
接
委
員
の

伊
藤
恵
美
子
さ
ん
が
講
演

し
、
子
ど
も
の
人
格
形
成

に
対
す
る
家
庭
や
地
域
の

重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

切
谷
内
に
住
む
新
井
山
権

太
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、
満
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

三
浦
町
長
か
ら
顕
彰
状
と
祝

金
20
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
井
山
さ
ん
は
明
治
37
年
11

月
12

日
生
ま
れ
。
ひ
孫
や

玄
孫

や

し

ゃ

ご

に
囲
ま
れ
て
元
気
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

江
渡
幼
稚
園
の
園
児

が
役
場
を
訪
れ
、
三
浦

町
長
に
手
作
り
の
２
０

０
５
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
ま
た
、
役
場
の
仕

事
に
つ
い
て
町
長
に
質

問
し
た
り
、
町
長
室
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
し
た
。



對

馬

つ
し
ま

清き
よ

人と

た
。
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
警
察
の

担
当
者
に
当
た
っ
て
み
た
こ
と
が

よ
か
っ
た
と
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。

大
切
な
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

現
在
は
医
師
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
が
、
医
療
の
世
界
で
も
、
大

切
な
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
つ
ま
り
意
思
の
伝
達
な
の
で

は
な
い
か
と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま

す
。
三
沢
市
の
道
路
案
内
標
識
の

こ
と
と
同
じ
で
す
。
よ
り
良
い
道

を
探
し
て
当
た
っ
て
み
る
、
い
ろ

い
ろ
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
も
し
診
療
で
疑
問
に

感
じ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
う
か

御
遠
慮
な
く
質
問
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
話
し
合
っ
て
、
一

番
良
い
道
、
治
療
方
針
を
、
患
者

様
と
い
っ
し
ょ
に
探
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
大
腸
癌
検
診
は
毎

年
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
大
腸
癌
検
診
は
便
潜
血
反

応
を
見
る
の
で
す
が
、
毎
年
受
け

る
こ
と
で
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
早
期

の
大
腸
癌
を
見
つ
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
大
腸
カ
メ
ラ
（
全
大
腸
内
視

鏡
検
査
）
を
受
け
る
こ
と
が
最
善

の
方
法
で
す
。
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、

一
度
は
受
け
て
み
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
私
も
受
け
ま
し
た
。

ま
と
ま
り
の
な
い
話
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
己
紹
介
を
含
め
て
、

思
い
つ
く
ま
ま
に
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

・
青
森
市
出
身

・
昭
和
37
年
12
月
23
日
生（
42
歳
）

・
昭
和
61
年
３
月
東
北
大
学
工
学

部
卒
業

・
昭
和
63
年
３
月
東
北
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
第
２
学
年
修
了

・
昭
和
63
年
４
月
青
森
県
職
員
採

用
・
平
成
６
年
４
月
弘
前
大
学
医
学

部
入
学

・
平
成
12
年
３
月
弘
前
大
学
医
学

部
卒
業

・
平
成
13
年
５
月
医
師
免
許
取
得

・
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、

五
所
川
原
市
立
西
北
中
央
病
院

な
ど
で
診
療
に
従
事

・
平
成
16
年
10
月
か
ら
当
院
勤
務

・
専
門
は
消
化
器
内
科

●11月の診療科別患者数

※　入院 =毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（ ）＝昨年度同期

外　科 内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科 

外　来 

入　院 

外　来 

入　院 

4,371

（ 4,464） 
2,904

（ 2,885） 
34,728

（36,730） 
25,432

（23,680） 

577

（ 708） 
403

（ 657） 

1,401

（ 2,084） 

5,583

（ 5,890） 
4,238

（ 4,546） 
3,948

（ 5,519） 

985

（ 989） 
12

（ 50） 
212

（ 186） 
8,500

（ 8,882） 
255

（ 315） 

323

（ 113） 
26

（ 0） 
 2,052

（ 1,105） 
227

（ 0） 

636

（ 587） 
0

（ 0） 
5,205

（ 5,460） 
0

（ 0） 

1,925

（ 1,940） 
448

（ 862） 
16,256

（16,844） 
5,378

（ 4,298） 

705

（ 619） 
517

（ 677） 
5,711

（ 5,484） 
4,864

（ 5,190） 

皮膚科 
213

（ 207） 
0

（ 0） 
1,842

（ 2,186） 
0

（ 0） 

10,252

（ 10,147） 
4,522

（ 5,317） 
84,115

（ 87,127） 
41,505

（ 41,086） 

計 

患者数 

４月か
らの延
患者数 

　　　　診療科 
区分 

 
 

517

（ 520） 

新
井
田
修
久 

医
師
名 

内
　
　
　
科 

外
　
　
　
科 

産
婦
人
科 

小
　
児
　
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

眼
　
　
　
科 

皮
　
膚
　
科 

（
循
環
器
） 

（
糖
尿
病
） 

診
　
療
　
科 

副
院
長 

愛
川
　
俊
信 

科
　
長 

矢
田
部
宏
一 

副
医
長 

對
馬
　
清
人 

副
医
長 

東
山
　
明
弘 

非
常
勤 

三
浦
　
昌
人 

大
根
田
　
昭 

非
常
勤 

蝦
名
　
宣
男 

院
　
長 

渡
部
　
秀
一 

医
療
局
長 

原
田
　
昭
彦 

副
医
長 

大
村
　
範
幸 

非
常
勤 

井
戸
川
敏
彦 

副
院
長 

笹
野
　
拓
也 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

三
上
　
靖
隆 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

深
瀬
　
栄
一 

科
　
長 

小
林
　
貴
樹 

非
常
勤 

袴
田
真
理
子 

非
常
勤 

非
常
勤 

丸
屋
信
一
郎 

袴
田
真
理
子 

佐
々
木
　
亮 

（
東
北
大
学
） 

職
　
名 

　水
曜
日
の
午
後 

　木
曜
日 

　第
１
・
３
火
曜
日 

　（
科
長
） 

　第
２
・
４
金
曜
日 

　金
曜
日
〜
土
曜
日 

　（
医
療
技
術
局
長
） 

　火
〜
水
曜
日 

　火
曜
日 

　水
曜
日 

　木
曜
日 

　金
曜
日 

　木
曜
日 

備
　
　
　
考 

耳
　
　
鼻
　 

い
ん
こ
う
科 



地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に
　

五
戸
総
合
病
院

内科副医長

對 馬 清 人

10
月
よ
り
五
戸
総
合
病
院
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
對
馬
清
人
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
専
門
は
消
化

器
内
科
で
、
こ
ち
ら
で
勤
務
す
る

前
は
、
弘
前
大
学
病
院
で
勤
務
し

て
お
り
ま
し
た
。
出
身
は
青
森
市

で
す
が
、
父
の
転
勤
で
幼
稚
園
に

入
る
前
は
八
戸
市
に
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
か
ら
小
学
校
２
年
生
ま
で

は
三
沢
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
庁
で
土
木
技
師
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
頃
は
、
十
和
田
市

に
４
年
間
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
頃
は
馬
肉
を
食
べ
に
五

戸
町
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
ち
ら
に

は
少
な
か
ら
ず
縁
が
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

母
の
言
葉

県
庁
で
土
木
技
師
と
し
て
働
い

て
い
た
28
歳
の
時
に
、
大
腸
癌
で

母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
母
は
50
歳
で
し
た
。
母
は
、
亡

く
な
る
少
し
前
に
「
お
か
あ
さ
ん

の
病
気
を
治
し
て
」
と
、
私
に
言

い
残
し
て
逝
き
ま
し
た
。
私
は
、

だ
ん
だ
ん
衰
弱
し
て
い
く
母
に
何

も
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
大
丈
夫
だ
よ
、
治
る
よ
！
」
と

言
う
の
が
精
一
杯
で
し
た
。

母
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
ど
う

す
れ
ば
母
の
言
葉
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
考
え
ま
し
た
。
そ

の
当
時
、
年
齢
を
考
え
て
医
師
に

な
る
こ
と
は
あ
き
ら
め
た
の
で
す

が
、
せ
め
て
医
療
の
現
場
で
働
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
県
庁
の
部

局
に
は
、
医
療
行
政
を
担
当
す
る

部
門
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
部
門

は
、
大
学
で
法
律
や
経
済
を
専
攻

し
た
事
務
職
の
職
員
が
配
置
さ
れ

ま
す
。
私
は
、
事
務
職
で
な
く
技

術
職
の
採
用
で
し
た
の
で
、
県
職

員
の
採
用
試
験
を
事
務
職
で
受
け

直
し
て
、
医
療
行
政
の
部
局
に
異

動
希
望
を
出
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。運

良
く
試
験
に
合
格
し
、
次
の

年
は
県
病
の
事
務
局
に
異
動
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
頃
、
当
時
の
上

司
の
田
澤
晋
吾
さ
ん
（
現
在
、
県

公
営
企
業
局
長
）
が
、「
そ
ん
な

中
途
半
端
な
こ
と
を
し
な
い
で
医

者
に
な
れ
！
」
と
叱
咤
激
励
し
て

下
さ
り
、
そ
の
言
葉
を
き
っ
か
け

に
医
師
に
な
る
決
意
を
し
ま
し

た
。
県
病
の
事
務
局
で
勤
務
し
な

が
ら
、
こ
っ
そ
り
受
験
勉
強
を
開

始
、
２
回
目
の
受
験
で
弘
前
大
学

医
学
部
に
入
学
で
き
ま
し
た
。
以

上
の
よ
う
な
経
緯
で
、
現
在
は
、

微
力
な
が
ら
皆
様
の
健
康
を
守
る

仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

県
職
員
時
代
の
思
い
出

県
職
員
と
し
て
働
い
た
６
年
の

う
ち
、
初
め
の
４
年
間
は
橋
や
道

路
を
造
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
と
き
の
記
憶
で
鮮
明
に
覚
え

て
い
る
こ
と
が
、
ふ
た
つ
あ
り
ま

す
。
ひ
と
つ
は
、
上
北
町
と
東
北

町
の
間
に
あ
る
甲
地
（
か
っ
ち
）

橋
の
設
計
を
し
た
こ
と
で
す
。
甲

地
橋
は
全
長
２
１
０
ｍ
の
プ
レ
ー

ト
ガ
ー
ダ
ー
橋
で
、
当
時
、
新
米

技
師
と
し
て
は
大
き
い
仕
事
を
任

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
周
り
の
先

輩
方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
な
ん

と
か
や
り
遂
げ
た
達
成
感
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
三
沢
市
に
あ

る
道
路
案
内
標
識
を
設
置
し
た
こ

と
で
す
。
こ
の
標
識
は
、
実
は
少

し
変
わ
っ
て
い
て
、
道
路
案
内
標

識
の
中
に
、
進
入
禁
止
を
表
す
交

通
規
制
標
識
が
か
か
れ
て
い
ま

す
。
道
路
の
標
識
に
は
い
ろ
い
ろ

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
道
案
内
を

す
る
道
路
案
内
標
識
は
、
私
が
昔

い
た
県
庁
や
市
町
村
な
ど
の
道
路

管
理
者
が
設
置
し
、
自
動
車
の
速

度
規
制
や
進
入
禁
止
な
ど
の
交
通

規
制
標
識
は
、
公
安
委
員
会
（
警

察
）
が
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
本
来
、
道
路
管
理
者
は

交
通
規
制
標
識
を
設
置
す
る
立
場

に
な
い
の
で
す
が
、
道
路
案
内
標

識
の
中
に
進
入
禁
止
の
交
通
規
制

標
識
を
表
示
す
れ
ば
わ
か
り
や
す

い
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
三
沢
警
察

署
に
協
議
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
こ

こ
ろ
よ
く
了
解
し
て
く
れ
ま
し

かつて對馬先生は…なんと橋を造っていました



豊
間
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
平
成
17
年
２
月
９
日
（
水
）

・
五
戸
地
区

午
前
10
時
か
ら

町
立
公
民
館

・
中
市
地
区

午
後
１
時
30
分
か
ら

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
平
成
17
年
２
月
10
日
（
木
）

・
石
沢
地
区

午
前
10
時
か
ら

石
沢
駒
踊
伝
承
館

・
又
重
地
区

午
後
１
時
30
分
か
ら

倉
石
温
泉

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
℡
62
│

７
９
５
０

●
木
造
建
築
科

定
員
20
名

・
応
募
資
格

平
成
17
年
３
月
に
中
学
校
・
高

等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者
、

ま
た
は
中
学
校
・
高
等
学
校
卒

業
者
で
雇
用
保
険
対
象
以
外
の

若
年
者

・
願
書
受
付
期
間

平
成
17
年
１
月
18
日（
火
）ま
で

・
入
校
選
考
日

平
成
17
年
１
月
20
日
（
木
）

●
配
管
科

定
員
20
名

・
応
募
資
格

公
共
職
業
安
定
所
で
求
職
中
の

離
転
職
者
な
ど

・
願
書
受
付
期
間

平
成
17
年
２
月
17
日（
木
）ま
で

・
入
校
選
考
日

平
成
17
年
２
月
24
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

℡
０
１
７
５
│

24
│

１
２
３
４

●
訓
練
科
目
・
定
員

・
介
護
福
祉
科
　
　
　
　

10
名

・
医
療
事
務
科
　
　
　
　

10
名

・
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科

10
名

・
自
動
車
運
転
科
　
　
　

15
名

●
訓
練
期
間

２
か
月

●
対

象

者

お
お
む
ね
30
歳
未
満
の
雇
用
保

険
受
給
資
格
の
な
い
求
職
者

●
受

講

料

無
料
（
教
材
費
、
資
格
試
験
受

験
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

●
募
集
期
間

平
成
17
年
１
月
31
日（
月
）ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
八
戸
工
科
学
院

℡
28
│

６
８
１
１

保
護
命
令
の
対
象
を
子
ど
も
や

離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
退
去
命
令
の
期
間

を
２
か
月
に
延
長
す
る
こ
と
な
ど

を
柱
と
し
た
配
偶
者
暴
力
防
止
法

の
改
正
法
が
平
成
16
年
12
月
２
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参

画
課

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
２
８

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
提
言
を
！
　
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
17
年
２
月
７
日
（
月
）

・
浅
田
地
区

午
後
１
時
30
分
か
ら

浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
平
成
17
年
２
月
８
日
（
火
）

・
川
内
地
区

午
前
10
時
か
ら

瑞
穂
館

・
豊
間
内
地
区

午
後
１
時
30
分
か
ら

農林業の「いま」を知る

平成１７年２月１日現在で

を実施します

調査の対象となった世帯には、
統計調査員が伺いますので、
ご協力お願いします。

農林水産省・青森県・五戸町

●
応
募
資
格

県
内
に
居
住
し
て
い
る
満
20
歳

以
上
の
方
（
議
員
、
公
務
員
、

国
や
そ
の
他
の
公
共
団
体
の
モ

ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
方
な
ど

は
除
き
ま
す
）

●
委
嘱
期
間

平
成
17
年
４
月
下
旬
か
ら
お
よ

そ
２
年
間

●
内
　
　
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答

・
県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

●
応
募
方
法

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
、
希
望
す
る
理
由
、
各

種
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
て
、
官
製

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
平

成
17
年
２
月
10
日（
水
）ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
０
｜
８
５
７
０

青
森
市
長
島
１
丁
目
１
｜
１

青
森
県
広
報
広
聴
室
県
政
モ
ニ

タ
ー
係

℡
０
１
７
｜
７
３
４
｜
９
１
３
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

koho@
ags.pref.aom

ori.jp



④
平
成
16
年
度
町
県
民
税
納
税
通

知
書
兼
領
収
書
、
平
成
16
年
度

町
村
民
税
・
県
民
税
特
別
徴
収

税
額
の
通
知
書
、
平
成
16
年
度

課
税
証
明
書
の
い
ず
れ
か

●
持
っ
て
く
る
も
の

①
印
鑑

②
父
親
・
母
親
の
健
康
保
険
証

●
受
付
期
間
・
場
所

○
倉
石
保
育
所
以
外

・
平
成
17
年
１
月
24
日（
月
）か
ら

２
月
４
日（
金
）ま
で

・
役
場
福
祉
課

※
五
戸
町
内
以
外
の
保
育
所（
園
）

へ
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
１

月
中
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
倉
石
保
育
所

・
平
成
17
年
２
月
17
日
（
木
）
・

18
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

・
倉
石
保
育
所

●
面
接
に
よ
る
実
態
調
査

○
浅
田
保
育
所

２
月
14
日（
月
）

○
切
谷
内
保
育
所

２
月
15
日（
火
）

○
上
市
川
保
育
所

２
月
16
日（
水
）

各
保
育
所
に
て
、
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
３
時
か
ら
５
時

○
み
ゆ
き
・
め
ぐ
み
・
ひ
ば
り
保

育
園

町
立
公
民
館
に
て
２
月
７
日

（
月
）・
８
日（
火
）、
午
前
10
時

か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で

●
提
出
書
類

①
父
母
と
も
に
給
与
所
得
者
は
、

平
成
16
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の

写
し
、
確
定
申
告
者
は
申
告
書

の
写
し
（
申
告
後
）

②
父
親
・
母
親
の
就
労
証
明
書
、

ま
た
は
意
見
書

③
平
成
16
年
度
町
県
民
税
納
税
通

知
書
兼
領
収
書
、
平
成
16
年
度

町
村
民
税
・
県
民
税
特
別
徴
収

税
額
の
通
知
書
、
平
成
16
年
度

課
税
証
明
書
の
い
ず
れ
か

●
持
っ
て
く
る
も
の

①
父
親
・
母
親
の
健
康
保
険
証

※
入
所
申
込
書
、
就
労
証
明
書
等

の
用
紙
は
役
場
福
祉
課
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
２
５
３

●
募
集
人
員

40
名

●
修
業
年
限

３
年

●
受
験
資
格

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業

見
込
み
の
者
を
含
む
）、
ま
た

●
入
所
で
き
る
児
童

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
就
労
や

病
気
、
出
産
な
ど
の
た
め
保
育

が
で
き
な
く
、
か
つ
同
居
の
親

族
そ
の
他
の
者
も
保
育
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
児
童

●
募
集
保
育
所
（
園
）

め
ぐ
み
・
ひ
ば
り
保
育
園
（
各

60
人
）、
み
ゆ
き
保
育
園
（
90

人
）、
浅
田
・
切
谷
内
・
上
市

川
保
育
所
（
各
40
人
）
・
倉
石

保
育
所
（
60
人
）

●
保
　
育
　
料

入
所
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
階

層
区
分
に
応
じ
て
、
児
童
１
人

に
つ
き
最
高
３
３
、３
０
０
円
。

２
人
入
所
の
場
合
は
ど
ち
ら
か

１
人
は
、
徴
収
金
基
準
額
の
２

分
の
１
。

●
提
出
書
類

①
入
所
申
込
書

②
父
母
と
も
に
給
与
所
得
者
は
、

平
成
16
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の

写
し
、
確
定
申
告
者
は
申
告
書

の
写
し
（
申
告
後
）

③
父
親
・
母
親
の
就
労
証
明
書
、

ま
た
は
意
見
書

は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

を
修
了
し
た
者

●
推
薦
入
学
試
験

・
願
書
受
付
期
間

平
成
17
年
１
月
７
日（
金
）か
ら

１
月
24
日（
月
）ま
で

・
試
験
日

平
成
17
年
１
月
27
日（
木
）

●
一
般
入
学
試
験

・
願
書
受
付
期
間

平
成
17
年
１
月
７
日（
金
）か
ら

２
月
８
日（
火
）ま
で

・
試
験
日

平
成
17
年
２
月
13
日（
日
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
立
宮
古
海
上
技
術
学
校

℡
０
１
９
３
│

62
│

５
３
１
６

放
送
大
学
で
は
、
平
成
17
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）「
教
養

学
部
生
」、「
大
学
院
修
士
選
科
生
」

お
よ
び
「
大
学
院
修
士
科
目
生
」

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
出
願
受
付
期
間

平
成
17
年
２
月
28
日（
月
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

（
ユ
ー
ト
リ
ー
内
）

℡
70
│

１
６
６
３



1月の 
行事予定 
1月の 
行事予定 

●町民カレンダーと合わ
せてご利用ください。

●行事についての問い合わせ
ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

1月の 
相 　 談 
1月の 
相 　 談 相談は無料です

■ 3日（月）第23回新春マラソン大会
９：30受付　ひばり野公園

■ 4日（火）五戸町表彰式・年賀交換会
11：00～ 町立公民館

■ 9日（日）五戸町成人式
13：00受付　町立公民館

■15日（土）えほん工房
14：00～ 町図書館

■ 5日（水）・6日（木）・
12日（水）・13日（木）
新春アニメ映画会
13：30～ 町図書館

■ 9日（日）行政相談
13：00～17：00 倉石温泉

■13日（木）倉石地区健康相談
13：00～15：00 保健福祉センター（倉石）

■14日（金）あすなろ教室
13：00～17：00 町立公民館

■24日（月）行政相談
10：00～15：00 倉石コミュニティセンター

■27日（木）浅田地区健康相談
13：00～15：00 役場浅田支所

■健康相談
6日（木） 13：00～15：00
20日（木） 町立公民館児童室

■交通事故相談（八戸支所）
毎週月曜日から金曜日
9：00～16：00 県八戸合同庁舎２階

■交通事故巡回相談所
11日（火） 10：00～15：00
24日（月） 八戸市市民相談室

裸参り　ラジオ版「ゆく年くる年」で生中継！

川原町青年団主催による元旦恒例の「裸参り」が、ＮＨＫ
ラジオ第一「ゆく年くる年」で全国へ向けて生中継されます。
「裸参り」は50年以上続く伝統行事。町内の若者が厳寒の中、
五戸三社を走って回り１年の無病息災を祈願します。

○裸参り日程 平成17年１月１日　深夜０：００スタート
川原町自治会館前～稲荷神社～神明宮～八幡宮

交
通
事
故
・
詐
欺
・
脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、

検
察
官
が
し
た
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
「
検
察

審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
地
方
裁
判
所
八
戸
支
部
内

八
戸
検
察
審
査
会
事
務
局

℡
22
│

３
１
０
４

役場（倉石支所・川内
支所・浅田支所を含む）
℡ 62 －２１１１

12月29日から１月３日までの
一般事務

五 戸 総 合 病 院
℡ 61 －１２００

12月29日から１月３日まで休診
（ただし、小児科は12月31日と１月２日の午前中診療します）
救急患者は診療します

町 立 公 民 館
℡ 62 －７９７６

12月29日から１月２日まで

図 　 書 　 館
℡ 61 －１０４０

12月27日から１月４日まで

五 戸 ド ー ム
℡ 62 －２３０１

12月30日から１月３日まで

斎 　 　 　 場
℡ 62 －２１１１
（役場保健衛生課）

五戸町・新郷村の方は、12月31日午後
から１月３日まで　それ以外の方は、
12月28日から１月５日まで

ゴ ミ 収 集
℡ 0176－28－２６５４
（十和田地域広域事務組合）

12月31日から１月３日まで
（十和田ごみ焼却施設は、12月29日から１月３日まで）

１．日　　時 平成17年１月３日（月）
受付　９時30分　　開会式　10時

２．場　　所 ひばり野公園陸上競技場前
３．種　　目 ２㎞コース　小学生・50歳以上・女性の方

３㎞コース　中学生・40歳以上の方
５㎞コース　高校生・一般

４．問い合わせ先 五戸陸上競技協会　藤村　℡６２－５３１４



平
成
17
年
版
県
民
手
帳
が
現
在

発
売
中
で
す
。
付
属
の
「
ふ
る
さ

と
便
利
帳
」
に
は
県
内
主
要
情
報

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

○
県
の
概
要
・
主
要
統
計
な
ど

○
各
種
名
簿
・
機
関
一
覧
な
ど

○
暮
ら
し
の
窓
口
・
温
泉
情
報
な

ど
※
１
冊
５
０
０
円(

色
は
緑
と
黒)

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
振
興
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
２
３
６

●
日
　
時

平
成
17
年
１
月
28
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

●
場
　
所

十
和
田
市
中
央
公
民
館

●
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
１
月
21
日
（
金
）

※
定
員
20
名
・
参
加
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所

℡
０
１
７
│

７
７
６
│

２
０
２
８

●
売
渡
希
望

大
字
上
市
川
字
赤
川
々
原
43

田
　
　

１
６
０
５
㎡

●
貸
付
希
望

大
字
倉
石
中
市
字
栗
ノ
木
48

畑
　
　

３
８
８
１
㎡

●
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
１
月
20
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
４
３
２

若
手
農
業
者
や
女
性
農
業
者
な

ど
の
農
業
経
営
へ
の
主
体
的
参
画

を
図
る
た
め
の
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

●
日
　
時

平
成
17
年
１
月
28
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分

●
場
　
所

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
八
戸
（
青
森

厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
）

八
戸
市
白
山
台
１
│

１
│

１

●
内
　
容

・
基
調
講
話

「
農
業
は
ど
う
変
わ
れ
る
か

〜
大
き
く
変
化
す
る

農
業
情
勢
と
農
業
経
営
〜
」

・
フ
リ
ー
ト
ー
ク

●
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
１
月
21
日
（
金
）

●
申
し
込
み
先

三
戸
地
方
農
林
水
産
事
務
所

八
戸
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー

℡
27
│

４
４
４
４

23
│

２
８
０
１
（
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
明
記
）

平成17年度　町 県 民 税 
平成16年分　所　得　税 
　　　　　　　の申告相談日程 
■混雑が予想されますので、決められた日に申告
するようご協力をお願いします。 

■下記期間中は、役場税務課での申告受付はでき
ませんのでご注意ください。 

月　日 
2月 4日 
　  7日 

3月 1日 
　  2日 
　  3日 
　  4日 
　  7日 
　  8日 
　  9日 
　 10日 
　 11日 
　 14日 
　 15日 

　  8日 

　  9日 

　 10日 
　 14日 
　 15日 
　 16日 
　 17日 
　 18日 
　 21日 
　 22日 

　 23日 

　 24日 

　 25日 

　 28日 

曜日 
金 
月 

火 

水 

木 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 

水 

木 

金 

月 町立公民館 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

火 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 
金 
月 
火 

会　　場 
豊間内コミュニティセンター 
〃 

浅水活性化センター 

〃 

瑞　穂　館 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

倉石コミュニティセンター 

〃 

〃 

〃 

対　象　地　区 
豊間内 
岩ノ脇・志戸岸 
扇田・野沢・北向（五戸） 
関口・浅水下 
上豊川・下豊川・浅水上 
手倉橋・荷軽井 
大森・大久木・佐野 
上区・池ノ堂 
石呑 
切谷内 
菖蒲川・粒ヶ谷地 
中区・北市川 
下区 
中市 
浦田・向平・松山・小渡 
水上・横倉・大久保・清駒 
槍沢・鳥沼新田・一ノ坪 
風原平・木戸場 
山田・太田・谷地中 
北向（倉石）・沼沢・鎗水 
舘町・宮台・森冬 
古川代・平成 
石沢・荒町 
ひばり野 
上大町 
川原町 
兎内・下新井田・根前 
新町 
新町・博労町 
博労町 
博労町 
下大町 
下大町 
蛯川・ひまわり 

●受 付 時 間　午前９時から１１時 
　　　　　　 午後１時から３時 
●問い合わせ先　役場税務課 
　　　　　　℡６２－２１１１　内線１２３・１２４ 



森
ノ
音
　
三
太
郎

浦
田
川
　
多
　
利

小
結
　
梅
　
川
　
千
太
郎

若
ノ
里
　
角
太
郎

﹇
東
﹈
初
切
　
国
見
山
　
吉
太
郎

八
幡
館
　
仁
太
郎

嶋
田
川
　
寅
　
吉

前
頭
　
紅
葉
山
　
松
太
郎

小
結
　
荒
木
崎
　
留
　
吉

大
関
　
三
滝
川
　
三
太
吉

（
以
下
略
）

﹇
行
事
﹈

栗
　
山
　
佐
太
郎

﹇
呼
出
﹈

木
　
村
　
末
　
松

上
市
川
地
区
で
名
前
の
知
れ
た

雄
。
個
人
戦
で
は
大
峰
嶽
が
四
位

と
な
り
、
こ
れ
を
機
会
に
相
撲
愛

好
会
が
結
成
さ
れ
た
。

翌
年
、
東
奥
日
報
社
主
催
の
県

大
会
に
備
え
て
中
里
三
太
郎
（
＝

春
日
山
、
中
区
）
宅
の
庭
に
仮
設

土
俵
を
作
り
、夜
間
練
習
を
開
始
。

先
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
石
呑
の
谷

地
一
二
三
・
立
花
辰
雄
・
中
山
林

治
・
中
山
福
栄
・
中
山
正
栄
、
池

ノ
堂
の
佐
々
木
肇
、
北
市
川
の
橘

源
治
、
上
市
川
の
原
福
松
・
中
里

三
太
郎
・
中
里
至
克
が
参
加
。
こ

の
ほ
か
粒
ケ
谷
地
の
川
崎
定
男
と

川
崎
勇
、
佐
野
の
豊
川
金
太
も
加

わ
っ
て
隆
盛
を
極
め
た
。
練
習
後

は
郵
便
局
長
中
里
富
衛
宅
で
、
風

呂
の
準
備
を
し
て
労
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。

（
つ
づ
く
）

五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員

三
浦
　
榮
一

藩
政
末
期
、
北
市
川
の
橘
酉と

り

間ま

の
妻
方
に
力
の
強
い
若
者
が
あ

っ
た
。
こ
の
若
者
は
南
部
地
方
で

も
代
表
的
な
草
相
撲
の
選
手
で
、

八
戸
の
草
相
撲
に
参
加
し
て
も
圧

勝
し
た
。
明
治
初
期
に
な
る
と

「
あ
か
だ
の
若
者
を
殺
せ
」
と
い

う
声
が
さ
さ
や
か
れ
た
。
久
慈
の

相
撲
大
会
で
圧
勝
し
た
と
き
、

濁ど
ぶ

酒ろ
く

に
毒
を
入
れ
て
飲
ま
せ
ら

れ
た
の
を
女
中
が
見
て
助
け
た
と

い
う
。
真
夜
中
に
宿
か
ら
逃
げ
、

上
方
に
向
か
っ
た
ま
ま
家
に
は
帰

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
一
族
に
は
草

相
撲
の
好
き
な
若
者
が
多
い
。
酉

間
の
妻
、
種
市
と
よ
の
兄
弟
が
相

撲
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
古
老
の

談
話
か
ら
も
読
み
取
れ
た
。

酉
間
の
孫
、
橘
富
蔵
（
明
治
三

十
六
年
―

昭
和
六
十
年
）
宅
に

は
明
治
四
十
四
年
の
草
相
撲
番
付

板
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

﹇
西
﹈
大
関
　
小
石
川
　
万
　
平

梅
ノ
花
　
五
　
郎

力
士
は
次
の
二
人
。

岩
野
川

佐
々
木
　
芳
　
松

北
市
川
た
な
も
り
の
人
。
生
き

て
い
る
と
百
三
十
歳
く
ら
い
。
大

正
十
年
ご
ろ
四
十
七
歳
で
死
亡
。

石
見
山

中
　
里
　
岩
太
郎

明
治
二
十
年
代
生
ま
れ
。
当
時

こ
の
人
に
か
な
う
者
は
い
な
か
っ

た
。
大
正
時
代
、
北
海
道
へ
行
っ

て
死
亡
し
た
ら
し
い
。
娘
が
跡
継

ぎ
を
し
て
い
る
。

明
治
末
期
に
は
、
神
明
宮
境
内

で
行
わ
れ
て
い
た
放
楽
相
撲
が
ど

う
し
た
こ
と
か
酉
間
宅
の
庭
で
二

回
、
橘
幸
吉
宅
の
庭
で
一
回
開
か

れ
た
。
お
そ
ら
く
幹
事
の
多
い
北

市
川
へ
行
っ
た
ら
し
い
と
は
、
す

ず
め
た
ち
の
さ
さ
や
き
。

昭
和
二
十
年
代
、
放
楽
相
撲
は

神
明
宮
の
ほ
か
上
市
川
小
学
校
や

川
内
中
学
校
で
も
開
催
さ
れ
た
。

若
者
た
ち
は
田
子
方
面
へ
遠
征
し

た
こ
と
も
あ
り
、
田
子
と
は
兄
弟

の
よ
う
な
親
交
ぶ
り
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
、
県
消
防
団
五

戸
支
部
代
表
と
し
て
川
内
チ
ー
ム

が
弘
前
で
行
わ
れ
た
大
会
に
出
場

し
た
。
監
督
は
田
代
福
太
郎
（
北

市
川
）。
選
手
は
橘
四
郎
（
同
）、

若
林
徳
次
郎
（
石
呑
）、
川
村
兼

治
（
上
市
川
）。
補
欠
、
川
崎
富

郷
土 

探
訪 

町の人口

（前月対比）

男　１０,３６４人（－14）

女　１１,０７１人（－５）

総人口２１,４３５人（－29）

世帯数１６,８８５世帯（－２）

平成16年12月１日現在

Ｎｏ.119

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

１月の納期

納
期
限
１
月
31
日

国
民
健
康
保
険
税

第
４
期

故橘富蔵さんと93年前の草相撲番付

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

昭
和
二
十
七
年
五
戸
中
学

校
卒
同
期
会
（
金
澤
孝
吉

代
表
）
か
ら
５
万
円

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

八
戸
信
用
金
庫
（
小
野
隆

理
事
長
）
か
ら
20
万
円

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

つ
く
し
の
会
（
根
森
隆
雄

会
長
）
か
ら
５
万
円

昭和20年代の地方力士たち


